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【はじめに】アセチルアセトン亜鉛有機金属錯体（Zn(C5H7O2)2）は環境に優しく、大気中で安定、安
価であることから MO-CVD の出発原料として利用されてきた[1]。また、この原料を昇華・再結晶化
することによりファイバー形状の Zn(C5H7O2)2 に変化し、これを 130℃程度の水蒸気環境下で熱水分
解するとナノ結晶 ZnO へ構造が変化し、800℃の熱処理でナノ単結晶 ZnO が得られる[2]。このよう
な製法で得られたナノ単結晶は結晶粒界のバンド屈曲効果で可視光動作光触媒が得られる。ナノ結晶
は単独で多くの興味深い物性を発現するが、ナノ結晶の粒界には高い電位障壁が存在し、その障壁が
電気特性を低下させることも知られている。バリスタのように高い障壁を活用したデバイスも市販さ
れているが、非常に特殊な利用方法である。 

 本発表では、低温で生成したナノ結晶 ZnO の極表面をアセチルアセトン有機溶媒に溶融させた懸濁
液を準備し、その塗布膜を熱水分解することによりナノ結晶同士の接合が確認されたので、その結果
について報告する。 

【実験方法】ナノ結晶 ZnO の作製は、真空容器中で市販の Zn(C5H7O2)2粉体を蒸発させ、それを再結
晶化してファイバー形状の Zn(C5H7O2)2 を準備し、水蒸気を導入した減圧容器(100-140℃)中でこの
Zn(C5H7O2)2 を熱水分解してナノ結晶 ZnO へと構造変化させる。ナノ結晶 ZnO とエタノールで希釈
したアセチルアセトン溶液をガラス容器に導入し、それを超音波洗浄器内で攪拌させ、懸濁液を準備
する。この懸濁液を RF プラズマ処理で表面を親水処理したガラス基板に塗布・乾燥させて測定試料
を準備した。この試料に熱水分解処理を加え、ナノ結晶 ZnO の極表面に存在する Zn(C5H7O2)2をバイ
ンダーとしてナノ結晶同士を接合した。試料の物性評価には、構造解析に XRD 及び熱分析、組成分析
に XPS、外観の確認に SEM を用いた。 

【結果】図 1 は熱水分解処理後のナノ結晶 ZnO の XRD 測定結果であ
る。熱水分解温度 Tw が 110℃ですでに酸化亜鉛固有の回折ピークが見
られる。ファイバー形状の Zn(C5H7O2)2のXRDスペクトルは 2θが 30°
以下で多数の回折ピークが存在するが、図 1 ではそれらが確認されない
ことから、低温の熱水分解処理で Zn(C5H7O2)2 が ZnO へ構造変化して
いるものと考えられる。図 1 では Tw の上昇に従って回折ピークが鋭く
なっていることも確認された。 

 図 2 は Tw が 110℃と 120℃における SEM 写真である。Tw =110℃
では 30μm 程度の Zn(C5H7O2)2 のファイバー形状が明確に確認できる
が、Tw が 10℃上昇しただけで外観が変化し、ファイバーがさらに細か
い短冊状へと変化している。(b)の括弧内はその短冊を拡大した様子であ
る。短冊の直径は 1μmに減少し、短冊の表面には粒
状のナノ結晶が確認できる。SEM 写真から、10℃の
Twの変化で 30μmのファイバーからアセチルアセト
ンが噴出し、その衝撃で(b)のように細かい短冊状へ
と変化したものと考えられる。 

 熱水分解で得られた短冊状の ZnO にエタノール溶
液を入れ、超音波洗浄器で攪拌することにより短冊
が破壊され、図 2(b)の拡大写真に見られた粒状のナ
ノ結晶 ZnO を含む懸濁液が得られた。この懸濁液に
ナノ結晶の極表面が溶融して Zn(C5H7O2)2 バインダ
ーとなるアセチルアセトン溶液を添加し、ガラス基板に塗布する懸濁液が完成する。この懸濁液を乾
燥させ XRD 測定を行うと ZnO と Zn(C5H7O2)2 が混在した XRD ピークは確認された。塗布膜の詳細
については紙面の関係から当日発表する。 
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